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ディスクアレイサブシステム「Hitachi Universal Storage Platform V」、 
「Hitachi Universal Storage Platform VM」において、 

機能強化およびスケーラビリティ向上を実現 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

日立製作所 情報・通信グループ（グループ長&CEO：篠本 学、以下、日立）は、このたび、エンタ

ープライズ向けディスクアレイサブシステム「Hitachi Universal Storage Platform V」「Hitachi Universal 

Storage Platform VM」において、ストレージ投資対効果、ストレージ利用効率と容量スケーラビリティの

向上を実現するために、ボリューム容量仮想化機能の適用範囲を外部ストレージにまで拡大するととも

に、データ量増加へ対応するために大容量 750GB ディスクドライブ（SATA ディスクドライブ）をサポー

トしました。今回、機能強化した製品は、11 月 7 日から販売開始します。 

 

ビジネスを取り巻く環境が変化して行く中、IT システムには、ビジネスプロセスの変化に合わせ迅速

かつ柔軟に適応していくことがますます求められています。特にストレージシステムには、増え続ける

データに対し、システムのクラスや規模を問わずストレージインフラストラクチャの利用効率を高めなが

ら、より確実にデータ保持/活用できるソリューションの提供が求められており、エンタープライズからミッ

ドレンジクラスにいたるまで仮想化やデータレプリケーションといった先進機能へのニーズが高まって

います。 

日立では、このようなニーズにいち早く着目し、200７年 5 月に先進の仮想化機能を備えたエンター

プライズ向けディスクアレイサブシステム「Hitachi Universal Storage Platform V」を、2007年9月にはそ

のエントリモデル「Hitachi Universal Storage Platform VM」を製品化するとともに、これらをサポートする

日立ストレージ管理ソフトウェア、ストレージサービスを提供しています。2007年9月末までに、「Hitachi 

Universal Storage Platform V」をはじめとする仮想化コントローラを、全世界で合計 7,300 台以上出荷

し、ユーザーが抱えるさまざまな課題に対応できる各種機能を提供し、市場からも高い評価を得ていま

す。さらに「Hitachi Universal Storage Platform V」は、SPC-1 ベンチマーク結果において、200,245.73 

SPC IOPS という単一エンタープライズシステムの世界最高性能を樹立(*)しており、さまざまなシステム

環境において世界最高クラスの性能を実現することが実証されています。 

 

Hitachi Universal Storage Platform V   Hitachi Universal Storage Platform VM 
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今般、「Hitachi Universal Storage Platform V」および「Hitachi Universal Storage Platform VM」にお

いて、以下のような機能強化、スケーラビリティ拡張を実施しました。 

 

1. ボリューム容量の仮想化機能強化 

ボリューム容量仮想化機能 Hitachi Dynamic Provisioning の適用範囲を外部ストレージにまで拡

大しました。 

Hitachi Dynamic Provisioning は、ストレージの物理容量に依存せずにサイズの大きなボリューム

（仮想ボリューム）を定義できるため、複雑なボリューム容量設計を不要にし、ストレージキャパシティ

プランニングの手間を大幅に削減します。データのストレージ実記憶領域への配置を最適化するこ

とで、ストレージ容量の使用効率を最大化し、顧客のストレージ投資対効果を向上すると同時に、ス

トレージシステムの省電力、ランニングコストの改善も可能になります。 

今回、「Hitachi Universal Storage Platform V」および「Hitachi Universal Storage Platform VM」の

外部に接続されたストレージにも Hitachi Dynamic Provisioning を適用可能にしました。これにより、

システム内の未使用ディスク容量の有効活用や運用の統合を更に容易にすることが可能になりま

す。 

 

2. スケーラビリティ拡張 

大容量 750GB ディスクドライブ（SATA ディスクドライブ）をサポートしました。これにより、サブシス

テム単体での容量スケーラビリティを、「Hitachi Universal Storage Platform V」は最大 850 テラバイト

（物理容量）、「Hitachi Universal Storage Platform VM」は最大 177 テラバイト（物理容量)まで拡大し

ました。性能が重視されるデータは、高性能なファイバチャネルディスクドライブに格納し、バックアッ

プデータやアクセス頻度の低くなったデータを、大容量・ビットコスト重視の SATA ディスクドライブに

格納することにより、データ保管コストの低減が可能になります。 

 

今回提供する機能強化、スケーラビリティ拡張は、顧客業務に重点をおき、顧客自身が複雑なシス

テム構成やその運用を意識しなくてもストレージ資産の最適な活用を実現するという統合ストレージソリ

ューションコンセプト「Services Oriented Storage Solutions」に基づいています。 

 

 

* ：2007/10/1 時点。SPC-1 ベンチマーク結果の詳細については、 

http://www.storageperformance.org/results/benchmark_results_spc1 をご参照ください。 
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■製品の価格・出荷時期（国内） 

1．Hitachi Universal Storage Platform V、Hitachi Universal Storage Platform VM 

名称 概要 価格（税込） 出荷時期 

Hitachi Universal Storage Platform V 

（ハードウェア）  

ディスクアレイサブシステム 

ファイバチャネル 8ポート、 

サブシステム物理容量約 357GB～ 

1億1,052万 

3,000 円～ 
2007 年 

12 月 3 日(*)

Hitachi Universal Storage Platform VM 

（ハードウェア） 

ディスクアレイサブシステム 

ファイバチャネル 8ポート、 

サブシステム物理容量約 357GB～ 

4,887万9,600 

円～ 
2007 年 

12 月 3 日(*)

Hitachi Dynamic Provisioning software 

（プログラムプロダクト） 

ボリューム容量仮想化機能 220万 

5,000円～ 

2007 年 

12 月 3 日(*)

* 今回の強化内容をサポートする製品の出荷時期です。 

 

■製品ホームページ 

・日立ストレージソリューション ホームページ 

 http://www.hitachi.co.jp/storage 

 

■他社商標注記  
・記載の会社名および製品名は、各社の商標もしくは登録商標です。 

 

■取り扱い事業部・照会先 

＜Hitachi Universal Storage Platform V＞ 

＜Hitachi Universal Storage Platform VM＞ 

株式会社 日立製作所 情報・通信グループ 

RAID システム事業部 事業企画本部 製品企画部 【担当：田渕、印南】 

〒２５０－０８７２ 神奈川県小田原市中里３２２－２ 

TEL：０４６５－４９－１１１１（大代表） 内線５７８８、５７６１ 

 

＜ストレージ管理ソフトウェア、ストレージサービス＞ 

株式会社 日立製作所 情報・通信グループ  

SAN ソリューション事業部 事業企画部 【担当：松島、神田】 

〒２５０－０８７２ 神奈川県小田原市中里３２２－２ 

TEL：０４６５－４７－１１１１（大代表） 内線５５００、５５２５ 

 

■報道機関問い合わせ先 

株式会社 日立製作所 情報・通信グループ 広報部 【担当：谷井】 

  〒１４０－８５７２ 東京都品川区南大井六丁目２７番１８号 日立大森第二別館 

  電話：０３－５４７１－８９００（ダイヤルイン） 

E-Mail ： koho@itg.hitachi.co.jp      

以 上 
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【添付資料】 

 

「Hitachi Universal Storage Platform V /Hitachi Universal Storage Platform VM」の製品仕様 

項目 仕様 

製品名称 Hitachi Universal Storage Platform V Hitachi Universal Storage Platform VM 

形名 H-65AA-5 H-65AB-5 

搭載ディスクドライブ台数 1,152 台 240 台 

ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ 

内部ｽﾄﾚｰｼﾞ 
850TB 177TB 

最大容量*1 

ｻﾌﾞｼｽﾃﾑ 

外部ｽﾄﾚｰｼﾞ 
247PB 96PB 

サポートディスクドライブ容量(GB) ﾌｧｲﾊﾞﾁｬﾈﾙ:300GB/146GB/73GB 、SATA:750GB 

キャッシュメモリ最大容量(GB)*2 256 64 

ﾌｧｲﾊﾞﾁｬﾈﾙ 224 48 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ 

ﾌｧｲﾊﾞﾁｬﾈﾙ 
112 24 

最大接続 

チャネル数 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ 

ｼﾘｱﾙﾁｬﾈﾙ 
112 24 

内部転送能力 106GB/s 13.3GB/s 

ＲＡＩＤレベル RAID5(3D+1P,7D+1P) ，RAID1(2D+2D,4D+4D) 

RAID6(6D+2P) 

電源入力 3 相/単相 200V 単相 200V 

外形寸法(W×D×H)mm 782 ～ 3,382×925×1,920 610x1020x1920, 1230x1020x1920 

区分 i i 省エネ法に 

基づく表示 

(2007 年度規定) 

ｴﾈﾙｷﾞｰ 

消費効率*3 
0.034 0.036 

*1:本容量は 1TByte=1,0004Byte として計算した値です。 

*2:本容量は 1GByte=1,0243Byte として計算した値です。 

*3:エネルギー消費効率とは，省エネ法で定める測定方法により測定された消費電力を，省エネ法で定める記憶

容量で除したものです。 

 

本製品はグリーン購入法の特定調達物品に適合しています。 

 

 

 

 

 

以 上 

 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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